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なっちゃんが、あさおきる
と、
「いち・に・さん」
おとうさんが、じゅんびうん
どう。あさごはんまえなの
に？ わけをきいてみると、

「きょうは、おさかぎょう
せいくのそふとぼーるたいか
い。しかも、なんと７０かい
きねんたいかいだ」
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「え、７０かい！ というこ
とは、７０ねんもつづいてい
るの！びっくり」
「でもね。ほんとうは、それ
いじょうながくつづいている
んだよ。だって、あめのひは、
できなかったし、せんそうち
ゅうもできなかった。ころな
のときもできなかったからね
・・・」



- 4 -

「わー、すごーい」

でも、①いつごろから はじ
まったの？②なんで、ながく
つづいたのかな？と、ふしぎ
におもった。。おとうさんと
おかあさんに きいてもわか
らなかった。

そこで、きになって、しら
べることにした。でも、どう
しらべていいか わからなか
った。
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こまった なっちゃ
ん、おじいちゃんに き
いてみた。ものをよーく
しっている おじいちゃ
んが、だーいすき。

あれあれ、これはおもしろそうと、な

ぜなぜくんが、もりからあそびにきたよ。

どこかな？

わたしは、なぜなぜでーす。
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「そうだな・・・。むかしは、
そふとぼーるではなく、なん
しきやきゅうだったんだ・・
・。でも、くわしいことは、
わからないからけんじさんに
きいてみればいいよ。こんど
のそふとぼーるたいかいのひ
にいっしょにいってあげる
よ」
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だい７０かいそふとぼーる
たいかいのひ。おじいちゃん
とおともだち３にんで、おく
のしょうがいがくしゅうせん
たーのぐらうんどにいってみ
た。

みんな ぞくぞく あつま
ってきたぞ！
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でも、ぽろり ぽろり えらーが
たくさん。そのたびに
「だいじょうぶだよ だいじょうぶ
だよ」
と えがおで、はげましあっていた。
きわどいしんぱんもあった。その

たびに
「おーけい、おーけい」
と えがおで、うけとめていた。

てんとのなかでは・・・。
・「あのじょうずなこは、どこのこ
だい？」
「○○さんちのこだよ」
「おおきくなったね」
・あのむすめさんは、どこのこだ
い？」
「うちのむすこのよめになるひとだ
よ」
「え～、そうなんだ。おめでとう」
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だい２しあいは、おかべと
かみつぼのしあい。
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３いけっていせんは、おか
べとだい２はんのしあい。
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つぎは、いよいよけっしょ
うせん。おうえんにもねつが
はいってきた。
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ひきしまったしあい。４か
いまでかみつぼが、４たい５
でかっていた。そして、さい
しゅうかい。だい１ぱんのこ
うげき、うってうって、いっ
きょ５てん。せっせんをせい
した。



- 22 -



- 23 -

ゆうしょうー だい１ぱん
じゅんゆうしょうー かみつぼ
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「あ！うっかり。おうえん
しちゃった。あわてて、なっ
ちゃんをさがした？
すると、てんとのなかで、

しっかりはなしをきいてい
た。

「そふとぼーるたいかいは、
いつごろはじまったんです
か」
すると、けんじさん。にっ

こりわらって、はなしをつづ
けた。となりにいたせいじさ
んもおしえてくれた。
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「せんそうのまえから おこ
なわれていたんだ。はじめは、
なんしきやきゅうをしていた
んだが、そふとぼーるになっ
たんだ」
「え～、どうしてかわった
の？」
「ん～、・・・。いいしつも
んだね」
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「じつは、みんなで、たのし
くやれるためだったんだ。だ
から、しんぜんそふとぼーる
たいかいとしたんだ。ながく
つづいたわけは、ここにあっ
たんだ。
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「あ！ そうか」
と なっちゃん きがつい
た。みんなと たのしくでき
るからなんだ。
こんかい、いつはじまった

かは、わからなかった。でも、
またしらべてみよう。
「かんがえてみたら、おくの
ちくで、７０ねんいじょうつ
づいているぎょうじは、ほか
にない」
と おじいちゃん。
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きっと、せんぞは、みんな
でたのしくできるそふとぼー
るを つづけることで、かな
しみや くるしみを のりこ
えてきたんだ。
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なっちゃん、いそいで
かえって、おかあさんに
おしえてあげたよ。
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「よーく、しらべたね」

と めになみだをうかべ
て、よろこんでくれた。
なっちゃん、おもわず

にっこり。
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おとうさんにも おし
えてあげたよ。おとうさ
んも おおよろこび！
なっちゃん、またまた

にっこり。
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こうして、さんにんは、
そふとぼーるたいかい
が、おくののたからもの
の一つだということが、
よーくわかった。
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こんどは、なにしらべ
ようかな？

あれあれ？「すごーくたのしかった」と なぜなぜ

くん。つぎのひみつをもとめてスキップしながら か

えっていった。


